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Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
２８
日
、
２２
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
全
国
の
生
乳
生
産
量
は
４
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
る
見
込
み
。
一
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
長
期
化
に
よ
る
需
要
の
減
少
で
、
乳
製
品
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
で
需
給
緩
和
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
酪
農
乳
業
界

一
丸
と
な
っ
て
の
消
費
拡
大
運
動
等
の
取
り
組
み
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２１
年
度
の
全
国
の
生
乳
生

産
は
、
３
年
連
続
の
増
産
と

な
る
見
込
み
。
北
海
道
が
前

年
度
比
３
・
７
％
増
の
４
３

１
万
２
千
㌧
、
都
府
県
は
２

・
０
％
増
の
３
３
４
万
㌧
、

全
国
で
は
２
・
９
％
増
の
７

６
２
万
２
千
㌧
の
見
通
し
。

２２
年
度
の
乳
用
牛
の
２
歳

以
上
頭
数
は
、
北
海
道
で
は

約
５
千
頭
増
加
し
、
都
府
県

で
は
約
３
千
頭
減
少
す
る
見

通
し
。
生
乳
生
産
量
は
、
北

海
道
が
２
・
０
％
増
の
４
３

９
万
７
千
㌧
で
６
年
連
続
の

増
産
と
予
測
。
都
府
県
は
０

・
８
％
減
の
３
３
１
万
３
千

㌧
で
２１
年
度
を
や
や
下
回
る

と
予
測
。
そ
の
結
果
、
全
国

で
は
０
・
８
％
増
の
７
７
１

万
㌧
と
４
年
連
続
の
増
産
を

見
込
ん
だ
。

一
方
、
消
費
面
で
は
、
牛

乳
類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、
成

分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）
の

生
産
量
は
２１
年
度
並
み
の
４

５
８
万
７
千
㌔
㍑
と
予
測
。

う
ち
牛
乳
は
０
・
９
％
増
の

３
２
１
万
１
千
㌔
㍑
で
、
業

務
用
以
外
、
業
務
用
と
も
に

２１
年
度
を
や
や
上
回
る
と
見

込
ん
だ
。

用
途
別
処
理
量
は
、
飲
用

等
向
け
が
０
・
６
％
増
の
４

０
５
万
４
千
㌧
、
乳
製
品
向

け
は
０
・
９
％
増
の
３
６
０

万
６
千
㌧
に
な
る
見
通
し
。

脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー
の
生
産

量
は
、
と
も
に
２１
年
度
よ
り

増
加
す
る
見
込
み
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
影
響
で
乳
製
品
需
要
が

落
ち
込
ん
で
い
る
。
特
に
脱

脂
粉
乳
の
在
庫
量
は
、
２１
年

度
末
に
２５
・
４
％
増
の
１０
万

１
８
０
０
㌧
（
８
・
９
ヵ
月

分
）
、
２２
年
度
末
に
は
３５
・

７
％
増
の
１３
万
８
２
０
０
㌧

（
１１
・
８
ヵ
月
分
）
と
膨
ら

む
見
込
み
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
は
、

生
乳
供
給
量
の
減
少
に
伴

い
、
北
海
道
か
ら
の
生
乳
移

入
量
（
道
外
移
出
量
）
は
２１

年
度
比
１１
・
５
％
増
の
５４
万

３
千
㌧
と
な
る
見
通
し
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
影
響
や
、
牛
乳

乳
製
品
の
消
費
動
向
は
不
透

明
感
が
強
い
。
Ｊ
ミ
ル
ク
は

「
２２
年
度
も
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

は
拡
大
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
需
要

拡
大
に
最
大
限
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
」
と
強
調
し
て
い

る
。

農
水
省
は
１
月
２８
日
、
２１

年
１２
月
の
農
業
物
価
指
数

（
１５
年
基
準
）
を
公
表
し
た
。

１
〜
１２
月
の
農
産
物
価
格
指

数
（
概
数
値
）
が
前
年
を
下

回
っ
た
一
方
で
、
農
業
生
産

資
材
価
格
指
数
（
同
）
は
上

昇
し
た
。
生
産
者
の
負
担
が

増
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
と
な
っ
て
い
る
。

農
産
物
価
格
指
数

（
１５
年
＝
１
０
０
）は
１

０
７
・
４
で
、
前
年
に

比
べ
３
・
２
％
低
下
し

た
。
類
別
で
は
、
米
が

１
１
４
・
３
で
１１
・
３

％
、
野
菜
が
９５
・
０
で

３
・
９
％
、
そ
れ
ぞ
れ

下
が
っ
た
。
畜
産
物
は

１
０
４
・
２
で
２
・
２
％
上

が
っ
た
。
た
だ
、
生
乳
は
１

・
０
％
低
下
の
１
０
５
・
０

だ
っ
た
。

米
の
１２
月
の
同
指
数
は
、

前
年
同
月
を
１６
・
９
％
下
回

る
１
０
１
・
０
で
、
低
下
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
農
業
生
産
資
材
価

格
指
数
（
同
）
は
１
０
６
・

７
で
、
前
年
比
４
・
８
％
上

昇
し
た
。月
を
追
う
ご
と
に
、

前
年
に
比
べ
上
昇
幅
が
拡
大

し
て
い
る
（
図
）
。

類
別
で
は
、
畜
産
用
動
物

（
子
牛
な
ど
）、飼
料
、光
熱
動

力
、
建
築
資
材
が
軒
並
み
上

昇
し
て
い
る
。
畜
産
用
動
物

は
１
１
２
・
２
で
５
・
５
％
、

飼
料
は
１
１
１
・
５
で
１３
・

９
％
、
光
熱
動
力
は
１
１
０

・
５
で
１１
・
５
％
、
建
築
資

材
は
１
１
９
・
８
で
１２
・
９

％
そ
れ
ぞ
れ
上
が
っ
た
。

１２
月
は
、
飼
料
が
１
１
５

・
８
で
前
年
同
月
比
１７
・
２

％
増
、
光
熱
動
力
は
１
２
０

・
６
で
２３
・
７
％
増
、
建
築

資
材
は
１
３
４
・
３
で
２６
・

６
％
増
と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇

率
が
高
い
。

農
業
生
産
資
材
の
原
料

は
、
海
外
に
依
存
し
て
い
る

も
の
が
多
い
。
２０
年
は
、
農

産
物
価
格
指
数
が
前
年
比
１

・
６
％
上
昇
し
、
農
業
生
産

資
材
価
格
指
数
は
ほ
ぼ
横
ば

い
だ
っ
た
。
２１
年
は
一
転
し

た
。
穀
物
価
格
の
高
騰
や
原

油
高
、
輸
送
費
の
上
昇
等
に

よ
り
、
飼
料
費
や
光
熱
動
力

費
な
ど
が
嵩
ん
で
い
る
。
生

産
資
材
コ
ス
ト
上
昇
分
の
農

産
物
へ
の
転
嫁
が
進
ま
ず
、

生
産
者
の
収
益
が
悪
化
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

農
水
省
は
１
月
２８
日
、
２２

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
乳

製
品
の
輸
入
枠
数
量
を
設
定

し
た
。
脱
脂
粉
乳
は
２１
年
度

と
同
じ
７
５
０
㌧
、
バ
タ
ー

は
１
９
０
０
㌧
減
の
７
６
０

０
㌧
と
し
た
。
全
体
の
輸
入

枠
数
量
は
、
２１
年
度
と
同
様

に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
で
約
束
し
た
数
量
（
カ

レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
、
生
乳
換

算
で
１３
万
７
千
㌧
）
に
と
ど

め
る
。

バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
等
の

輸
入
は
、
国
内
需
給
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
、
同
省
が

毎
年
１
月
に
翌
年
度
全
体
の

枠
数
量
を
設
定
し
、
５
月
と

９
月
に
検
証
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
２１
年

度
も
業
務
用
の
牛
乳
乳
製
品

の
需
要
が
減
少
し
、
減
少
分

の
生
乳
が
保
存
の
利
く
バ
タ

ー
、
脱
脂
粉
乳
に
仕
向
け
ら

れ
た
。
そ
の
結
果
、
と
も
に

在
庫
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

２２
年
度
は
、
脱
脂
粉
乳
７

５
０
㌧
（
生
乳
換
算
で
約
５

千
㌧
）
、
ホ
エ
イ
４
５
０
０

㌧
（
約
３
万
１
千
㌧
）
、
バ

タ
ー
オ
イ
ル
５
０
０
㌧
（
約

７
千
㌧
）
、
バ
タ
ー
７
６
０

０
㌧
（
約
９
万
４
千
㌧
）
と

し
、
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
を

満
た
す
こ
と
と
し
た
。

農
水
省
は
２
月
４
日
、
２１

年
１
〜
１２
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
実
績
を
発
表

し
た
。
総
額
は
前
年
比
２
５

２
５
億
円
（
２５
・
６
％
）
増

の
１
兆
２
３
８
５
億
円
と
な

っ
た
。
９
年
連
続
で
前
年
を

上
回
り
、
初
め
て
１
兆
円
を

超
え
た
。

内
訳
は
、
農
産
物
が
８
０

４
３
億
円
（
前
年
比
２２
・
８

％
増
）
、
林
産
物
が
５
７
０

億
円
（
３２
・
９
％
増
）
、
水

産
物
が
３
０
１
６
億
円
（
３２

・
５
％
増
）
、
少
額
貨
物
が

７
５
６
億
円
（
２５
・
３
％

増
）
。
農
産
品
の
５７
・
１
％

（
４
５
９
５
億
円
）
を
加
工

食
品
が
占
め
て
い
る
。

国
・
地
域
別
で
は
、
中
国

が
１
位
で
、香
港
、
米
国
、
台

湾
、
ベ
ト
ナ
ム
が
続
い
た
。

多
く
の
品
目
で
輸
出
額
が

伸
び
て
い
る
。
農
産
物
で
特

に
輸
出
額
の
増
加
が
大
き
い

品
目
は
、
牛
肉
と
青
果
物
。

牛
肉
は
２
４
８
億
円
（
８５
・

９
％
）
増
の
５
３
７
億
円
と

な
っ
た
。
米
国
等
の
外
食
需

要
が
回
復
し
た
こ
と
に
加

え
、
小
売
店
向
け
や
Ｅ
Ｃ

（
電
子
商
取
引
）
販
売
が
好

調
だ
っ
た
。

青
果
物
は
８３
億
円
（
２８
・

３
％
）
増
の
３
７
７
億
円
。

中
華
圏
の
春
節
時
期
が
例
年

よ
り
遅
く
、
リ
ン
ゴ
、
イ
チ

ゴ
な
ど
の
春
節
需
要
が
２
月

上
旬
ま
で
続
い
た
こ
と
や
、

台
湾
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
の
贈

答
用
や
家
庭
内
需
要
が
増
加

し
た
こ
と
で
輸
出
額
が
伸
び

た
。

農
水
省
は
１
月
２４
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２１
年

度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
（
以
下
「
白
書
」
）
の
作

成
に
向
け
て
、
議
論
を
開
始

し
た
。

同
省
は
今
部
会
で
白
書
の

構
成
案
を
提
示
し
た
。
第
１

部
の
２１
年
度
食
料
・
農
業
・

農
村
の
動
向
（
動
向
編
）
で

は
、
①
動
向
の
記
録
・
分
析

を
行
う
際
、
国
民
各
層
の
理

解
と
関
心
が
一
層
高
ま
る
よ

う
、
図
表
、
事
例
、
写
真
な

ど
を
活
用
し
つ

つ
、
簡
潔
な
記
述

に
努
め
る
②
主
要

施
策
に
関
し
て

は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指

数
）
の
達
成
状
況

を
盛
り
込
む
―
等

を
作
成
方
針
と
し

た
。冒

頭
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
は
、
農
業

の
環
境
負
荷
軽
減

（
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
削
減
な
ど
）
や
生
産

量
向
上
な
ど
を
目
指
す
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
に
基
づ
く
取
り
組
み

や
、
年
間
で
初
め
て
輸
出
額

が
１
兆
円
を
超
え
た
農
林
水

産
物
・
食
品
の
輸
出
な
ど
を

取
り
上
げ
る
。

特
集
は
「
変
化
（
シ
フ
ト
）

す
る
我
が
国
の
農
業
構
造
」

が
テ
ー
マ
。
農
業
構
造
の
変

化
に
つ
い
て
、
２０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
公
表
等
を
踏
ま

え
、
品
目
別
、
地
域
別
を
含

め
た
分
析
を
行
う
。

本
文
は
、
①
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
②
農
業
の
持
続

的
な
発
展
③
農
村
の
振
興
④

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
や

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

等
―
の
４
章
で
構
成
。

第
２
部
の
２２
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
施
策（
施
策
編
）

で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
項
目
に
沿
っ
た
構

成
を
基
本
と
し
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計

画
等
を
基
に
施
策

を
整
理
す
る
。

構
成
案
に
対

し
、
委
員
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影

響
と
対
応
に
つ
い

て
、
各
分
野
で
記

述
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
み

ど
り
戦
略
の
実
現

に
つ
い
て
複
数
の

委
員
か
ら
、
農
業
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
や
、
同
戦
略
の
目

的
と
取
り
組
み
な
ど
が
生
産

・
流
通
・
消
費
の
現
場
に
伝

わ
る
記
述
を
要
望
す
る
声
が

上
が
っ
た
。

今
後
、
同
部
会
で
白
書
の

骨
子
案
や
本
文
案
な
ど
を
議

論
す
る
。
５
月
頃
に
閣
議
決

定
し
、
国
会
へ
の
提
出
、
公

表
を
予
定
し
て
い
る
。

２０２１年度の地域別生乳生産量（見通し）
（千㌧、％）

都府県
前年比
１０２.２
１０１.８
１０２.０

２０２２年度の地域別生乳生産量（見通し）

都府県
前年比
９９.３
９９.１
９９.２

（Ｊミルクの資料から）

１,６７４
１,６６６
３,３４０

１,６６２
１,６５１
３,３１３

北海道
前年比
１０２.９
１０４.５
１０３.７

北海道
前年比
１０３.０
１００.９
１０２.０

２,１６１
２,１５１
４,３１２

２,２２７
２,１７０
４,３９７

全 国

前年比
１０２.６
１０３.３
１０２.９

全 国

前年比
１０１.４
１００.１
１００.８

３,８３５
３,８１７
７,６５２

３,８８９
３,８２１
７,７１０

上 期
下 期
年度計

上 期
下 期
年度計

生
乳
、４
年
連
続
増
産
見
通
し

２２
年
度

Ｊ
ミ
ル
ク

コ
ロ
ナ
禍
で
需
給
緩
和
続
く

国
際
約
束
の
範
囲
内
で
設
定

トピックスに「みどり戦略」など
２１年度農業白書作成へ議論開始

２２
年
度
乳
製
品
輸
入
枠
数
量

生
産
資
材
４.８
％
上
昇

２１
年
農
業
物
価
指
数

２１
年
農
産
物
輸
出
、過
去
最
高
１.２
兆
円

・「食料・農業 知っておきたい話」―１０６―
（２面）

・２０年度施策目標達成度合いを判定 農水省
（３面）

・牛乳類購入、週２回以上３割 （４面）
・モモせん孔細菌病の防除対策 （５面）
・２１年酪農ヘルパー利用実態調査 （６面）
・畜舎特例法、４月１日施行 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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２２
年
度
当
初
予
算
案
で

は
、
農
林
水
産
関
係
予
算
と

し
て
、
２１
年
度
当
初
予
算
比

０
・
３
％
減
の
２
兆
２
７
７

７
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

う
ち
、
畜
産
・
酪
農
関
係
の

主
な
事
業
・
予
算
額
は
次
の

と
お
り
。
予
算
額
の
（

）

内
は
、２１
年
度
当
初
予
算
額
。

▼
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

（
所
要
額
）
２
２
９

６
億
円
（
同
）

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交

付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、
肉

用
子
牛
生
産
者
補
給
金
、
肉

豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚
マ

ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生
産
者

経
営
安
定
対
策
事
業
等
に
よ

り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の
安

定
を
支
援
。

▼
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

畜
産
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
９
億
円
の
内

数
（
同
）
、
公
共
牧
場
機
能

強
化
等
体
制
整
備
事
業
１
億

円
（
同
）

肉
用
牛
・
乳
用
牛
・
豚
・

鶏
の
増
頭
を
支
え
る
改
良
・

増
殖
、
肉
用
牛
の
繁
殖
肥
育

一
貫
経
営
の
育
成
等
に
よ
る

繁
殖
基
盤
の
強
化
、
和
牛
の

信
頼
確
保
の
た
め
の
遺
伝
子

型
の
検
査
、
公
共
牧
場
等
の

施
設
・
機
械
の
整
備
等
を
支

援
。▼

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
畜
産
経
営

体
の
生
産
性
の
向
上

１０
億

円
（
１３
億
円
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
の

労
働
負
担
の
軽
減
・
省
力
化

に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
、
Ⅰ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
な

ど
の
先
端
技
術
の
導
入
や
、

高
度
か
つ
総
合
的
な
経
営
改

善
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

畜
産
農
家
に
提
供
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
等

を
支
援
。

▼
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
軽
減
の
取
り
組
み

の
推
進

環
境
負
荷
軽
減
型

持
続
的
生
産
支
援
事
業
（
エ

コ
畜
事
業
）
７０
億
円
（
６０
億

円
）
、
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
７
８
４
億
円
の
内
数

（
８
０
７
億
円
の
内
数
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
が

飼
料
作
付
面
積
を
確
保
し
な

が
ら
行
う
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
等
の
取
り
組
み
や
、
家

畜
排
せ
つ
物
処
理
施
設
の
機

能
の
強
化
等
を
支
援
。

２２
年
度
か
ら
肉
用
牛
農
家

も
対
象
と
し
、
交
付
金
を
交

付
す
る
（
定
額
）
。
対
象
と

な
る
取
り
組
み
は
、
①
輸
入

飼
料
か
ら
水
田
を
活
用
し
た

自
給
飼
料
へ
の
転
換
②
飼
料

生
産
等
に
係
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
（
放
牧
、
不
耕

起
栽
培
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
か
ら
発
生
す
る
消
化
液
の

利
用
、
化
学
肥
料
の
削
減
―

の
う
ち
２
つ
を
実
施
）
③
有

機
飼
料
の
生
産
（
②
と
の
重

複
交
付
は
不
可
）
。

▼
国
産
飼
料
の
生
産
拡
大

・
飼
料
の
安
定
供
給

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
７０
億
円
（
６０

億
円
）
、
畜
産
生
産
力
・
生

産
体
制
強
化
対
策
事
業
９
億

円
の
内
数
（
同
）
、
飼
料
穀

物
備
蓄
・
流
通
合
理
化
事
業

１８
億
円
（
同
）

水
田
を
活
用
し
た
青
刈
り

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
生
産
拡

大
、
飼
料
生
産
組
織
の
強
化

や
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
の
生
産
利
用
体
系
の
構

築
、
放
牧
・
未
利
用
資
源
飼

料
の
活
用
促
進
等
に
向
け
た

取
り
組
み
等
を
支
援
。

不
測
の
事
態
に
備
え
た
飼

料
穀
物
の
備
蓄
、
配
合
飼
料

の
緊
急
運
搬
、
飼
料
輸
送
の

効
率
化
・
標
準
化
の
実
証
等

の
取
り
組
み
を
支
援
。

▼
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉

３
３
２
２
億
円

の
内
数
（
３
３
１
７
億
円
の

内
数
）

飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し

た
力
強
い
畜
産
経
営
の
実
現

を
図
る
た
め
、
畜
産
経
営
規

模
の
拡
大
や
畜
産
主
産
地
の

形
成
に
資
す
る
飼
料
生
産
の

基
盤
整
備
等
を
推
進
。

▼
家
畜
・
食
肉
の
流
通
体

制
の
強
化

３０
億
円
（
２５
億

円
）食

肉
流
通
の
安
定
と
輸
出

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
畜
産
農
家
・

食
肉
処
理
施
設
・
食
肉
流
通

事
業
者
の
３
者
で
組
織
す
る

事
業
共
同
体
）が
取
り
組
む
、

畜
産
物
の
流
通
構
造
の
高
度

化
等
に
必
要
な
施
設
の
整
備

等
を
支
援
。

家
畜
市
場
で
の
密
集
状
態

を
回
避
し
、
業
務
の
停
滞
防

止
に
資
す
る
機
器
の
導
入
等

を
支
援
。

▼
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

６５
億
円
（
９６
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
。

家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
侵

入
防
止
の
た
め
の
水
際
で
の

防
疫
措
置
の
徹
底
、
産
業
動

物
獣
医
師
の
確
保
等
の
取
り

組
み
を
支
援
。

食
料
危
機
が
迫
る
の
に

「
食
料
安
全
保
障
」
が

欠
落総

理
の
施
政
方
針
演
説
で
は

「
経
済
安
全
保
障
」
が
語
ら
れ
た

が
、
そ
こ
に
は
、
「
食
料
安
全
保

障
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、

農
業
政
策
の
目
玉
は
、
輸
出
振
興

と
デ
ジ
タ
ル
化
の
よ
う
に
言
及
さ

れ
た
。
こ
れ
だ
け
食
料
や
生
産
資

材
の
高
騰
と
中
国
な
ど
に
対
す
る

「
買
い
負
け
」
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
、
国
民
の
食
料
確
保
や
国
内

農
業
生
産
の
継
続
に
不
安
が
高
ま

っ
て
い
る
今
、
前
面
に
出
て
く
る

の
が
輸
出
振
興
と
デ
ジ
タ
ル
化
と

い
う
の
は
、
政
府
の
危
機
認
識
力

が
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

輸
出
振
興
を
否
定
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
食
料
自
給
率
が
世
界

的
に
も
極
め
て
低
い
３７
％
と
い
う

日
本
に
と
っ
て
、
食
料
危
機
が
迫

っ
て
い
る
と
き
に
、
ま
ず
や
る
べ

き
は
輸
出
振
興
で
な
く
、
国
内
生

産
確
保
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

し
か
も
、
農
産
物
輸
出
が
１
兆

円
に
達
し
た
と
い
う
の
は「
粉
飾
」

で
、
本
当
に
国
産
の
農
産
物
と
い

え
る
輸
出
は
１
０
０
０
億
円
も
な

い
。
そ
れ
を
５
兆
円
に
伸
ば
す
と

い
う
「
空
虚
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
」

を
上
げ
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の
意

味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
デ
ジ
タ

ル
化
も
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
べ
て
が
解

決
す
る
か
の
よ
う
な
夢
物
語
で
気

勢
を
上
げ
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の

意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
金
を
出
せ
ば
買
え
る

と
い
う
論
理
は
す
で
に

破
綻
し
て
い
る

施
政
方
針
演
説
な
ど
の
基
に
な

っ
た
の
は
自
民
党
が
令
和
２
年
１２

月
１６
日
に
ま
と
め
た
「
『
経
済
安

全
保
障
戦
略
』の
策
定
に
向
け
て
」

と
い
う
提
言
で
あ
る
。
そ
の
中
に

は
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
」
と

い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る

が
、
「
食
料
自
給
率
の
向
上
」
と

い
う
言
葉
は
、
こ
こ
に
も
一
言
も

出
て
こ
な
い
。
結
局
は
、
食
料
を

め
ぐ
る
国
際
経
済
の
中
で
ど
の
よ

う
に
調
達
す
る
か
を
考
え
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
お
金
を
出
せ

ば
買
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
準
備

を
し
て
お
け
ば
よ
い
、
そ
れ
が
一

番
安
く
て
効
率
的
な
安
全
保
障
だ

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。し
か
し
、

今
ま
さ
に
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
白
日
の
下

に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
直
視
せ
ず
し
て
安
全
保
障
の
議

論
は
成
立
し
な
い
。

貿
易
自
由
化
を
進
め
て
食
料
は

輸
入
に
頼
る
の
が
「
経
済
安
全
保

障
」
か
の
よ
う
な
議
論
に
は
、
根

幹
と
な
る
長
期
的
・
総
合
的
視
点

が
欠
落
し
て
い
る
。
国
内
の
食
料

生
産
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
短
期

的
に
は
輸
入
農
産
物
よ
り
高
コ
ス

ト
で
あ
っ
て
も
、
「
お
金
を
だ
し

て
も
食
料
が
買
え
な
い
」
不
測
の

事
態
の
コ
ス
ト
を
考
慮
す
れ
ば
、

実
は
、
国
内
生
産
を
維
持
す
る
ほ

う
が
長
期
的
な
コ
ス
ト
は
低
い
の

で
あ
る
。
目
先
の
安
さ
の
み
し
か

見
て
い
な
か
っ
た
原
子
力
発
電
の

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
事
故
で

も
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

し
て
、
狭
い
視
野
の
経
済
効

率
だ
け
で
市
場
競
争
に
任
せ
る
こ

と
は
、
人
の
命
や
健
康
に
か
か
わ

る
安
全
性
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
切

り
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
重

大
な
危
険
を
も
た
ら
す
。
特
に
、

日
本
の
よ
う
に
、
食
料
自
給
率
が

す
で
に
３７
％
ま
で
低
下
し
て
、
食

料
の
量
的
確
保
に
つ
い
て
の
安
全

保
障
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
、
安
全

性
に
不
安
が
あ
っ
て
も
輸
入
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。つ
ま
り
、

量
の
安
全
保
障
と
同
時
に
質
の
安

全
保
障
も
崩
さ
れ
る
事
態
を
招
い

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
我
々
が
今
直
面
し

て
い
る
事
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
食
料
自
給
率
向
上
が
ま
っ

た
く
語
ら
れ
な
い
の
は
、
「
経
済

安
全
保
障
」と
言
い
な
が
ら
、「
食

料
安
全
保
障
」
の
本
質
が
欠
落
し

た
的
外
れ
で
危
険
な
議
論
で
あ

り
、
国
民
の
生
活
や
命
を
守
る
と

い
う
「
安
全
保
障
」
に
な
り
え
て

い
な
い
。

「
買
い
負
け
」
は
現
実

に
な
っ
て
い
る

中
国
な
ど
の
新
興
国
の
食
料
需

要
の
想
定
以
上
の
伸
び
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
中
国
経
済
回
復
に
よ
る
需

要
増
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
回
復
し
た
だ
け
な
ら
以
前
の

水
準
に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る

が
、
中
国
の
２
０
２
１
年
の
穀
物

輸
入
は
、
２
０
１
６
年
比
で
、
小

麦
２
・
３
倍（
５
６
０
万
㌧
増
）、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
１０
・
６
倍
（
２
３

５
０
万
㌧
増
）
、
大
豆
１
・
１
倍

（
９
５
０
万
㌧
増
）
と
以
前
の
水

準
を
大
幅
に
更
新
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
一
過
性
の
要
因
で
は
説
明

で
き
な
い
背
景
が
あ
る
。
食
生
活

の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
肉
、
乳
製

品
、
魚
、
食
用
油
類
な
ど
の
増
加

が
続
い
て
い
る
趨
勢
的
な
影
響
が

強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が

よ
い
。

こ
う
し
た
中
、
例
え
ば
、
中
国

は
す
で
に
大
豆
を
１
億
㌧
以
上
輸

入
し
て
い
る
が
、
日
本
が
大
豆
消

費
量
の
９４
％
を
輸
入
し
て
い
る
と

は
い
え
、
３
０
０
万
㌧
だ
。
中
国

が
も
う
少
し
買
う
と
言
え
ば
、
輸

出
国
は
日
本
に
大
豆
を
売
っ
て
く

れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

や
、
中
国
な
ど
の
ほ
う
が
高
い
価

格
で
大
量
に
買
う
力
が
あ
る
。
現

に
、
輸
入
大
豆
価
格
と
国
産
価
格

と
は
接
近
し
て
き
て
い
る
。
コ
ン

テ
ナ
船
も
日
本
経
由
を
敬
遠
し
つ

つ
あ
り
、
日
本
に
運
ん
で
も
ら
う

た
め
の
海
上
運
賃
が
高
騰
し
て
い

る
。一

方
、
中
国
の
生
産
は
経
済
発

展
で
農
地
も
減
り
、
数
十
年
に
一

度
の
水
害
が
毎
年
起
こ
り
か
ね
な

い
よ
う
に
、「
異
常
」気
象
が「
通

常
」
気
象
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中

国
で
も
世
界
的
に
も
不
作
は
確
実

に
起
こ
る
頻
度
を
増
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
世
界
的
に
供
給
が
不
安

定
さ
を
増
す
一
方
で
、
中
国
の
大

量
輸
入
な
ど
の
需
要
増
加
傾
向
は

強
ま
り
、
今
後
、
需
給
ひ
っ
迫
要

因
が
高
ま
っ
て
価
格
が
上
が
り
や

す
く
な
る
。
原
油
高
が
そ
の
代
替

品
と
な
る
穀
物
の
バ
イ
オ
燃
料
需

要
も
押
し
上
げ
、
暴
騰
を
増
幅
す

る
。今

後
、
農
産
物
の
国
際
価
格
は

ジ
グ
ザ
グ
と
上
下
し
つ
つ
も
、
ベ

ー
ス
に
な
る
水
準
が
上
が
っ
て
い

く
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
て
、

高
く
て
買
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
日

本
は
「
買
い
負
け
」
る
状
況
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
。
前
々
か
ら
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
が
、
こ
の
と

こ
ろ
、さ
ら
に
事
態
は
深
刻
化
し
、

様
々
な
品
目
で
「
買
い
負
け
」
が

も
う
現
実
に
な
っ
て
い
る
。

（
次
号
に
続
く
）

第106回

農
水
省
の
２２
年
度
組
織
・

定
員
案
で
は
、
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
の
さ
ら
な
る

拡
大
や
、
そ
れ
を
支
え
る
生

産
基
盤
の
強
化
、
持
続
可
能

な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

に
向
け
、
次
の
よ
う
な
体
制

整
備
を
図
る
。

農
業
の
環
境
負
荷
軽
減
や

生
産
力
向
上
な
ど
を
目
指
す

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
着
実
か
つ
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
大
臣
官
房

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
に

「
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
調

整
官
」
（
仮
称
）
を
設
置
す

る
な
ど
、体
制
を
強
化
す
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

の
５
兆
円
目
標
の
達
成
に
向

け
、
「
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
等

に
位
置
付
け
ら
れ
た
輸
出
産

地
の
育
成
、
品
目
団
体
の
支

援
等
を
推
進
す
る
た
め
の
本

省
及
び
地
方
組
織
一
体
で
の

体
制
強
化
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
地
・
農
業

用
施
設
に
係
る
豪
雨
等
に
よ

る
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靱
化
、
盛

土
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図

る
た
め
の
体
制
や
、
豚
熱
、

ア
フ
リ
カ
豚
熱
等
の
家
畜
伝

染
病
や
病
害
虫
に
対
す
る
国

内
防
疫
及
び
水
際
検
疫
の
適

切
な
実
施
に
向
け
た
体
制
を

強
化
す
る
。

２２
年
度
畜
産
・
酪
農
関
係
予
算
の
概
要

２２
年
度
畜
産
・
酪
農
関
係
予
算
の
概
要

２２年度農水省組織・定員

輸出５兆円とデジタル化が農政の
柱ではない～危機認識の欠如 ㊤

東京大学教授鈴木宣弘氏

「みどり戦略」

推進へ体制強化
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人
の
動
き

農
水
省
は
１
月
２４
日
、
２０

年
度
施
策
に
係
る
政
策
評
価

の
概
要
（
農
政
分
野
）
を
公

表
し
た
。
計
８６
の
指
標
に
つ

い
て
、
４
段
階
で
評
価
。
生

乳
や
豚
肉
、
小
麦
の
生
産
量

な
ど
１０
指
標
は
最
高
の
A′
評

価
、
大
豆
の
生
産
量
や
、
１

人
当
た
り
の
米
の
消
費
量
な

ど
８
指
標
は
最
低
の
Ｃ
評
価

だ
っ
た
。

同
省
は
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
の
項
目
に
基

づ
い
て
政
策
評
価
を
実
施
し

て
い
る
。
基
本
計
画
（
現
行

の
計
画
は
２０
年
３
月
策
定
）

の
期
間
中
、
実
績
評
価
を
２

回
実
施
（
１
年
目
、
４
年
目

を
対
象
）
す
る
。
今
回
、
１

年
目
の
目
標
達
成
度
合
い
を

と
り
ま
と
め
た
。
評
価
は
、

翌
年
度
以
降
の
施
策
の
改
善

に
反
映
さ
れ
る
。

政
策
分
野
の
う
ち
、「
農
業

の
持
続
的
な
発
展
」
に
係
る

主
な
政
策
評
価
は
表
の
と
お

り
。
A′
評
価
（
目
標
値
に
対

す
る
達
成
度
合
い
が
１
５
０

％
を
超
え
る
）
の
生
乳
の
生

産
量
に
つ
い
て
同
省
は
、
酪

農
側
と
乳
業
側
が
一
体
と
な

り
、
施
設
整
備
や
乳
用
後
継

牛
の
増
頭
等
の
基
盤
強
化
等

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
主
な

要
因
と
分
析
。
同
じ
く
A′
評

価
の
豚
肉
の
生
産
量
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
家
庭
内

消
費
量
が
増
加
し
た
こ
と
に

加
え
、
養
豚
経
営
の
効
率
化

や
体
質
強
化
を
実
施
し
て
き

た
こ
と
が
主
な
要
因
と
分
析

し
た
。牛
肉
の
生
産
量
は
、Ａ

評
価
（
目
標
値
に
対
す
る
達

成
度
合
い
が
９０
％
以
上
１
５

０
％
以
下
）に
と
ど
ま
っ
た
。

一
方
、
１
人
当
た
り
の
米

の
消
費
量
は
、
Ｃ
評
価
（
目

標
値
に
対
す
る
達
成
度
合
い

が
５０
％
未
満
）
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
外
出
自
粛
等
に
伴

い
、
前
年
度
末
に
前
倒
し
購

入
が
行
わ
れ
、
２０
年
４
〜
６

月
の
需
要
量
が
大
幅
に
減
少

し
た
。
同
省
は
、
引
き
続
き
、

米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
し
て

い
る
。
飼
料
用
米
の
生
産
量

も
、
政
府
備
蓄
用
米
へ
の
転

換
な
ど
に
よ
る
減
少
で
Ｃ
評

価
だ
っ
た
。
引
き
続
き
、
需

要
に
応
じ
た
生
産
や
多
収
に

よ
る
コ
ス
ト
低
減
等
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
４０
代
以
下
の

農
業
従
事
者
数
は
、
２０
年
度

の
目
標
数
値
３７
万
３
千
人
に

対
し
、
実
績
は
２２
万
７
千
人

で
Ｂ
評
価
（
目
標
値
に
対
す

る
達
成
度
合
い
が
５０
％
以
上

９０
％
未
満
）
、
担
い
手
が
利

用
す
る
農
地
面
積
の
割
合

も
、
目
標
数
値
７０
・
６
％
に

対
し
、
実
績
は
５８
・
０
％
で

Ｂ
評
価
だ
っ
た
。

福
井
県
東
部
の
内
陸
部
に

位
置
し
、
石
川
県
と
岐
阜
県

に
接
す
る
大
野
市
は
日
本
有

数
の
豪
雪
地
帯
で
、
人
口
は

約
３
万
１
千
人
。
総
面
積
は

８
万
７
２
４
３
㌶
で
、
同
県

内
の
市
町
村
の
中
で
は
最
も

広
く
、
そ
の
約
８５
％
を
森
林

が
占
め
て
い
る
。
戦
前
、
同

市
富
田
地
区
（
旧
・
大
野
郡

富
田
村
）
の
塚
原
区
は
広
い

原
野
だ
っ
た
が
、
戦
後
開
拓

事
業
で
水
田
化
さ
れ
た
。

１
９
４
５
（
昭
和
２０
）
年

１１
月
、
戦
災
者
、
引
揚
者
、

疎
開
者
ら
５７
戸
、
２
６
７
名

が
塚
原
開
拓
地
に
入
植
し

た
。
入
植
地
は
標
高
２
０
０

㍍
で
、
土
質
は
火
山
灰
地
で

強
酸
性
土
壌
だ
っ
た
。
一
戸

当
た
り
の
面
積
は
１
町
７

反
。
入
植
者
は
そ
の
未
墾
地

に
、
慣
れ
ぬ
手
で
開

拓
の
鍬
を
入
れ
た
。

雑
木
林
を
切
り
開
き

な
が
ら
の
開
墾
は
重

労
働
だ
っ
た
。

開
墾
だ
け
で
は
生

活
で
き
な
い
た
め
、

出
稼
ぎ
を
す
る
者
が

続
出
し
た
。
塚
原
開
拓
農
協

が
県
に
陳
情
し
た
結
果
、
地

区
内
の
幹
線
道
路
や
開
拓
水

路
の
建
設
事
業
は
、
４９
年
度

か
ら
同
開
拓
農
協
が
請
け
負

う
こ
と
と
な
り
、
工
事
は
開

拓
者
が
行
っ
た
。

寒
暖
差
が
大
き
い
内
陸
的

な
気
候
で
、
稲
作
に
は
条
件

が
良
か
っ
た
た
め
、
水
田
づ

く
り
に
と
り
か
か
っ
た
。
５１

年
度
以
後
の
開
拓
水
路
は
地

区
外
に
わ
た
り
、
用
水
の
問

題
は
解
決
に
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
開
畑
は
手
と
鍬
で
行

っ
た
が
、
水
田
化
は
斜
面
を

平
面
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。

開
拓
者
と
地
元
の
増
反
者

で「
富
田
塚
原
土
地
改
良
区
」

を
結
成
し
、
７０
余
町
歩
の
水

田
造
成
に
着
手
。
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
な
ど
の
機
械
に
よ
る
造

成
を
行
い
、
５５
年
度
、
７
町

余
歩
の
開
田
に
成
功
し
た
。

翌
年
度
以
降
も
順
次
、
水
田

化
が
進
め
ら
れ
た
。

現
在
、
田
畑
が
広
が
る
農

村
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
心

安
ら
ぐ
風
景
の
な
か
、
「
富

塚
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」
の

脇
に
は
開
拓
記
念
碑
が
建
っ

て
い
る
。
碑
銘
は
「
開
墾
記

念
碑
」
。
裏
面
の
工
程
記
録

に
は
、
塚
原
第
二
開
拓
農
協

が
６０
年
１２
月
に
建
立
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

代
表
理
事
に

星
野
氏
選
任

千
葉
酪
農
協

千
葉
酪
農
農
業
協
同
組
合

は
１２
月
２３
日
開
催
の
定
例
理

事
会
に
お
い
て
、
星
野
皓
彦

氏
を
新
た
に
代
表
理
事
に
選

任
し
た
。

開
拓
な
が
さ
き
農
協
人
事

（
２
月
１
日
付
）

▽
参
事

兼
務

総
務
課

長
（
総
務
課
長
）
坂
本
康
博

▽
顧
問（
参
事
）中
道
信
久

開
拓
組
織
の
動
き

２
月
後
半
か
ら
３
月
下
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

２
月

１６
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

農
水
省
と
の
意
見
交
換

会
３
月

９
日

全
開
連
臨
時
総
会
・

監
事
会
・
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

役
員
推
薦
委
員
会
・
理

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１０
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

事
業
概
況
説
明
会
（
東

京
）全

日
本
開
拓
者
連
盟

事
業
概
況
説
明
会（
同
）

２５
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議
（
同
）

三
瓶
開
拓
酪
農
農
協
・
松

尾
修
組
合
員
の
後
継
者
で
あ

る
松
尾
翔
氏
の
お
子
さ
ん
二

人
は
、
「
第
４３
回
み
ど
り
を

ま
も
る
小
学
生
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
、
と
も
に
入
選
し

た
。同

コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
：

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
、
後

援
：
島
根
県
、
県
教
育
委
員

会
等
）は
、「
児
童
が
自
然
、

環
境
、
農
業
、
食
料
、
地
域

行
事
等
に
関
心
を
抱
く
こ

と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
、
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
県
内
３３
校
か
ら
１
０
９
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。

柚
珠
羽
（
ゆ
ず
は
）
さ
ん

（
大
田
市
立
志
学
小
学
校
五

年
生
）
は
、
全
作
文
の
中
か

ら
選
ぶ
最
優
秀
の
県
知
事
賞

を
受
賞
し
た
。
題
名
は
「
家

族
の
思
い
を
引
き
つ
い

で
」。
審
査
講
評
で
は
、「
ひ

い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
始

め
た
牛
飼
い
を
、
自
分
自
身

も
手
伝
う
こ
と
で
自
然
と
引

き
継
い
で
い
っ
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
家
族
へ
の
愛
情
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
と
高
く
評

価
さ
れ
た
。

珠
徳
（
し
ゅ
う
と
）
さ
ん

（
同
校
四
年
生
）
は
、
「
牛

か
い
は
い
つ
ま
で
も
続
く

よ
」
で
、
四
年
生
の
部
の
金

賞
を
受
賞
し
た
。
ひ
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
か
ら
牛
飼
い
の
話

を
聞
き
、
「
ひ
い
お
じ
い
ち

ゃ
ん
み
た
い
な
、
家
族
の
た

め
に
が
ん
ば
る
牛
か
い
さ
ん

に
な
り
た
い
」
と
思
い
を
つ

づ
っ
て
い
る
。

県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
柚

珠
羽
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
す

る
。

家
族
の
思
い
を

引
き
つ
い
で

松
尾
柚
珠
羽

私
の
家
は
牛
を
か
っ
て
い

て
、
私
も
ず
っ
と
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
一
番
大
変
な

仕
事
は
ふ
ん
か
き
で
す
。
牛

の
ね
床
の
ふ
ん
を
バ
ン
ク
リ

と
い
う
機
械
に
落
と
し
、
き

れ
い
に
な
っ
た
ね
床
に
、
の

こ
く
ず
と
い
う
け
ず
り
カ
ス

を
し
き
ま
す
。
ふ
ん
は
重
く

て
、
自
分
の
全
体
重
を
か
け

な
い
と
機
械
に
落
と
せ
ま
せ

ん
。
以
前
は
あ
ま
り
の
大
変

さ
に
泣
い
て
、
仕
事
を
や
め

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
投
げ
出
す
事
は
無

い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
や
っ

ぱ
り
大
変
で
す
。

と
て
も
つ
ら
い
ふ
ん
か
き

で
す
が
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
達
の
時
代
は
も
っ
と
大
変

で
し
た
。
今
は
ふ
ん
を
機
械

に
入
れ
て
し
ま
え
ば
自
動
で

運
ん
で
く
れ
る
け
ど
、
昔
は

ね
こ
車
で
運
ん
で
い
ま
し

た
。
新
し
い
ね
床
に
も
、
の

こ
く
ず
の
代
わ
り
に
わ
ら
を

切
っ
て
し
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
、
と

思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
は
大
変
さ
が

全
く
ち
が
い
ま
す
。し
か
も
、

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
こ
の
仕
事

を
二
人
で
し
て
い
ま
し
た
。

た
っ
た
二
人
で
こ
ん
な
に
大

変
な
仕
事
を
す
る
な
ん
て
、

と
話
を
聞
い
た
時
は
び
っ
く

り
し
、
二
人
の
す
ご
さ
に
感

心
し
ま
し
た
。

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
は

兵
庫
県
出
身
で
、
昭
和
三
十

二
年
に
牛
か
い
を
始
め
る
た

め
に
志
学
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
来
た
時
、
志
学
に
は
何

も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
牛

一
頭
を
二
万
円
で
買
い
、
牛

か
い
を
始
め
ま
し
た
。
戦
後

の
物
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
時

代
に
、
せ
め
て
自
分
た
ち
、

こ
の
国
の
人
た
ち
の
食
べ
物

だ
け
は
、
と
い
う
気
持
ち
で

が
ん
ば
っ
て
働
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
努
力
の
結
果
、
今

で
は
百
頭
に
。
牛
舎
も
二
回

建
て
増
し
を
し
て
広
く
な
り

ま
し
た
。
八
十
三
才
で
引
退

す
る
ま
で
の
間
に
、
機
械
や

え
さ
、
牛
か
い
の
環
境
な
ど

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
と

て
も
便
利
に
な
っ
た
、
と
も

言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
私
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
月
日
が
経
っ
て

私
の
お
父
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

が
生
ま
れ
、
家
族
が
増
え
ま

し
た
。大
変
な
仕
事
だ
け
ど
、

み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
働
い
た
ん
だ
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
私
た
ち
も
生
ま
れ
、
家
族

も
十
人
に
。
も
ち
ろ
ん
今
も

み
ん
な
で
協
力
し
て
い
ま

す
。私

は
正
直
面
倒
だ
な
と
思

う
時
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
、

両
親
の
休
け
い
時
間
が
短
く

な
り
、
両
親
の
忙
し
さ
を
感

じ
て
か
ら
、
私
も
手
伝
わ
な

け
れ
ば
、
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
牛

か
い
の
仕
事
は
引
き
つ
が
れ

て
い
く
気
が
し
ま
す
。

私
が
大
人
に
な
っ
た
時
、

牛
か
い
は
ど
ん
な
ふ
う
に
変

わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
想

像
も
で
き
な
い
よ
う
な
便
利

な
機
械
等
が
で
き
て
、
今
よ

り
も
楽
に
な
っ
て
い
る
の
か

な
。
牛
か
い
は
時
代
と
共
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で

も
き
っ
と
働
く
人
た
ち
の
思

い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
お
い

し
い
牛
乳
を
届
け
た
い
、
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
働
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

機
械
が
増
え
た
今
で
す

が
、
私
の
家
は
手
作
業
の
仕

事
も
多
い
で
す
。
細
か
い
異

変
に
気
付
き
や
す
く
な
る
か

ら
で
す
。
牛
の
気
持
ち
を
分

か
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
家

族
の
思
い
が
、
手
作
業
に
表

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
変

わ
っ
て
い
く
も
の
、
変
わ
ら

な
い
も
の
。
ど
ち
ら
も
大
事

で
す
。
大
切
な
も
の
は
ず
っ

と
残
し
な
が
ら
、
牛
た
ち
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

２０２０年度実施施策の主な評価

３０年度
目標値

７８０万㌧

９２万㌧

１０８万㌧

４０万㌧

５１９万㌧

５０．０㎏/年

３４万㌧

７０万㌧

注）飼料作物の生産量は TDN（可消化養分総量）換算。 （農水省）

２０年度

判定

A’

A’

A’

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

実績値

７４３万㌧

９２万㌧

９４万９３００㌧

３４万㌧

３３２万㌧

５０．７㎏/年

２１万８９００㌧

３８万５０２㌧

目標値

７３７万㌧

９０万㌧

８１万１６７㌧

３４万㌧

３７８万㌧

５２．５㎏/年

２２万８７３３㌧

４７万２１０１㌧

測定指標

生乳の生産量

豚肉の生産量

小麦の生産量

牛肉の生産量

飼料作物の生産量

１人当たり米の消費量

大豆の生産量

飼料用米の生産量

松
尾
さ
ん（
島
根
県

大
田
市

）に
県
知
事
賞

米
消
費
量
、飼
料
用
米
生
産
量
は
低
評
価

農水省

２０
年
度
施
策
目
標
達
成
度
合
い
を
判
定

み
ど
り
を
ま
も
る
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

福井県大野市・塚原開拓地
「開墾記念碑」
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マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
㈱
は
１

月
２７
日
、
「
カ
ッ
ト
野
菜
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
サ
ラ
ダ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
全
国
の
１０

〜
７０
代
の
男
女
１
万
８６
人
か

ら
回
答
を
得
た
。

「
カ
ッ
ト
野
菜
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
サ
ラ
ダ

（
以
下
『
カ
ッ
ト
野

菜
』
）
の
購
入
理
由
」

は
、図
の
と
お
り
で
、

「
そ
の
ま
ま
食
べ
ら

れ
る
」
が
最
も
高
か

っ
た
。
「
後
片
付
け

が
楽
」
は
男
性
若
年

層
や
女
性
３０
代
で
の

比
率
が
高
い
。

「
直
近
１
年
間
購

入
頻
度
」
は
「
月
に
１
回
以

下
」
が
２７
・
６
％
、
「
週
に

１
回
程
度
」
が
２３
・
６
％
、

「
月
に
２
〜
３
回
」
が
２１
・

９
％
の
順
。
週
１
回
以
上
購

入
者
は
５
割
で
、
男
性
の
方

が
購
入
比
率
が
高
く
、
１０
・

２０
代
と
６０
・
７０
代
で
特
に
高

い
。
女
性
は
高
年
代
層
で
や

や
高
い
傾
向
だ
っ
た
。

「
カ
ッ
ト
野
菜
購
入
意
向
」

（
全
員
）は
、「
購
入
し
た
い
」

が
３１
・
１
％
、「
や
や
購
入
し

た
い
」
が
２２
・
６
％
で
、
合

わ
せ
て
５
割
強
だ
っ
た
。
購

入
意
向
者
の
比
率
は
、
女
性

の
方
が
や
や
高
く
、
１０
〜
５０

代
で
は
各
６０
％
台
だ
っ
た
。

カ
ッ
ト
野
菜
直
近
１
年
間
購

入
者
の
購
入
意
向
の
比
率
は

９
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。

「
購
入
時
の
重
視
点
」は
、

鮮
度
が
６８
・
４
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
価
格
は
６７
・
８

％
、
品
質
が
３３
・
８
％
だ
っ

た
。
「
衛
生
面
」「
安
全
性
」

「
国
産
か
ど
う
か
」
な
ど
は

女
性
高
年
代
層
、
「
鮮
度
」

は
高
年
代
層
で
の
比
率
が
高

い
傾
向
だ
っ
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月

１３
日
、
「
牛
乳
乳
製

品
に
関
す
る
食
生
活

動
向
調
査
２
０
２
１

〜
一
次
調
査
結
果

【
速
報
版
】
」
を
公

表
し
た
。
全
国
の
１５

〜
７９
歳
の
男
女
１
万

１
５
０
０
人
か
ら
回

答
を
得
た
。

【
牛
乳
類
の
購
入
】

「
牛
乳
類
の
購
入

頻
度
」
は
、
「
毎
日

か
ら
週
２
〜
３
回
」

が
３３
・
８
％
だ
っ
た
。

性
年
代
別
に
み
る

と
、
男
女
と
も
同
じ

順
位
で
、
６５
〜
７９
歳
が
男
性

は
４３
・
０
％
、
女
性
は
４７
・

８
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

１５
〜
１９
歳
が
男
性
は
４２
・
５

％
、
女
性
は
３８
・
４
％
だ
っ

た
。「

牛
乳
類
の
購
入
量
」
は

１
回
あ
た
り
「
２
Ｌ
程
度
以

上
」
が
２７
・
７
％
（
前
年
比

１
・
３
㌽
増
）
だ
っ
た
。
性

年
代
別
に
み
る
と
、
男
女
と

も
同
じ
順
位
で
、
１５
〜
１９
歳

が
男
性
が
３７
・
８
％
、
女
性

は
３０
・
４
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
６５
〜
７９
歳
で
男
性
が

３６
・
５
％
、
女
性
が
３０
・
１

％
だ
っ
た
。

「
購
入
時
の
価
格
帯
」は
、

１
５
０
〜
２
０
０
円
が
大
半

を
占
め
る
。
一
方
、
１
４
０

円
以
下
や
２
１
０
〜
２
５
０

円
の
牛
乳
類
を
購
入
す
る
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
、
多
様

な
購
買
実
態
が
う
か
が
え

る
。【牛

乳
類
の
飲
用
・
利
用
】

「
毎
日
複
数
回
か
ら
週
３

〜
４
回
」
は
４８
・
０
％
（
２

・
８
㌽
増
）だ
っ
た（
図
）。

性
年
代
別
に
み
る
と
、
男
女

の
順
位
は
同
じ
で
、
６５
〜
７９

歳
が
男
性
は
６０
・
２
％
、
女

性
は
６９
・
６
％
で
最
も
高
く
、

次
い
で
５０
〜
６４
歳
は
男
性
が

４５
・
７
％
、
女
性
が
５５
・
９

％
だ
っ
た
。

「
１
日
当
た
り
の
飲
用
量
」

は
「
２
０
０
㎖
く
ら
い
」
が

３９
・
１
％（
０
・
９
㌽
減
）、

「
１
０
０
㎖
く
ら
い
」
が
２１

・
２
％
（
０
・
９
㌽
減
）
、

「
５０
㎖
未
満
」
が
１７
・
０
％

（
１
・
１
㌽
増
）
の
順
。
「
５０

㎖
未
満
」
と
「
４
０
０
㎖
く

ら
い
」
の
２
層
が
増
加
し
て

い
る
。「
２
０
０
㎖
く
ら
い
」

が
全
世
代
で
最
も
多
く
、
性

年
代
別
で
は
、
男
性
は
５０
〜

６４
歳
が
４４
・
４
％
、
女
性
は

６５
〜
７９
歳
が
４５
・
２
％
で
最

も
高
か
っ
た
。

【
酪
農
乳
業
へ
の
期
待
】

酪
農
乳
業
へ
の
共
感
意
識

は
「
と
て
も
感
じ
る
」
「
感

じ
る
」
合
わ
せ
て
３５
・
５
％

（
２
・
１
㌽
減
）
だ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
酪
農
家
へ
の
共

感
意
識
は
、
男
女
と
も
６５
〜

７９
歳
が
最
も
高
く
、
男
性
は

４４
・
８
％
、
女
性
は
５０
・
７

％
だ
っ
た
。

「
酪
農
家
へ
の
共
感
理
由
」

は
、
「
国
産
で
あ
る
こ
と
や

生
産
地
域
を
意
識
」
が
３３
・

０
％
、
「
牛
乳
・
乳
製
品
を

供
給
し
て
く
れ
る
」
が
２９
・

４
％
、
「
酪
農
家
に
関
す
る

番
組
な
ど
に
触
れ
て
」
が
２１

・
３
％
の
順
。
「
国
産
」
は

４
・
０
㌽
、
「
牛
乳
・
乳
製

品
」
は
６
・
６
㌽
、
「
番
組
」

は
４
・
６
㌽
、
そ
れ
ぞ
れ
女

性
が
高
い
。

【
若
年
層
と
牛
乳
の
関
わ

り
】１５

〜
１９
歳
の
牛
乳
類
の
飲

用
利
用
の
増
加
意
識
は
１１
・

３
％
で
、
他
世
代
と
比
べ
て

最
も
低
い
。
一
方
、
減
少
意

識
は
６
・
６
％
で
、
他
世
代

よ
り
高
め
の
傾
向
だ
っ
た
。

「
増
え
た
事
情
」
は
「
伸

長
を
伸
ば
し
た
い
」
２５
・
３

％
、
「
味
が
お
い
し
い
牛
乳

を
み
つ
け
た
」
１９
・
０
％
な

ど
が
、
他
世
代
と
比
べ
て
大

き
く
高
い
。

「
減
っ
た
理
由
」
は
給
食

が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
２８
・

３
％
で
飛
び
ぬ
け
て
高
く
、

環
境
要
因
の
変
化
が
大
き
な

原
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

カ
ゴ
メ
（
株
）
は
１２
月
２０

日
、
「
野
菜
定
点
調
査
２
０

２
１
」の
結
果
を
公
表
し
た
。

全
国
の
１５
〜
６９
歳
の
男
女
４

６
８
０
人
か
ら
回
答
を
得
た

も
の
。

同
調
査
で
は
、
１
日
に
３

５
０
㌘
以
上
の
野
菜
を
摂
取

し
て
い
る
人
の
６９
％
が
「
野

菜
好
き
」
だ
っ
た
。
「
野
菜

好
き
の
経
験
別
割
合
」で
は
、

「
野
菜
の
種
植
え
や
水
や
り
」

が
６６
・
９
％
、
「
実
っ
た
野

菜
の
収
穫
」
が
７０
・
０
％
だ

っ
た
。
「
経
験
あ
り
」
の
人

は
「
経
験
な
し
」
の
人
と
比

べ
、
野
菜
好
き
の
ス
コ
ア
が

３０
㌽
以
上
高
か
っ
た
。

「
野
菜
好
き
の
接
点
別
割

合
」
は
、
図
の
と
お
り
。
身

近
な
と
こ
ろ
で
日
常
的
・
長

期
的
な
野
菜
と
の
接
点
を
持

つ
こ
と
で
、
習
慣
的
に
野
菜

を
多
く
摂
取
で
き
て
い
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

栽
培
・
収
穫

し
た
こ
と
の
あ

る
野
菜
は
、
ト

マ
ト
４３
％
、
キ

ュ
ウ
リ
２５
％
、

ナ
ス
２２
％
の
順

で
高
か
っ
た
。

「
栽
培
経
験

で
食
べ
る
頻
度

が
増
え
る
野

菜
」
は
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
が
最
も

高
く
、
次
い
で

パ
プ
リ
カ
、
コ

マ
ツ
ナ
の
順
だ

っ
た
。

「
普
段
食
べ
て
い
る
野
菜
」

で
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が
最
も
高

く
、
次
い
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ

ン
ジ
ン
だ
っ
た
。

秋
田
県
南
東
部
の
大
仙
市

に
、
西
仙
北
と
い
う
戦
後
開

拓
地
が
存
在
し
た
。
２１
年
度

は
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

開
館
５
年
目
を
迎
え
、
太
平

洋
戦
争
開
戦
か
ら
８０
年
な

ど
、
節
目
の
年
が
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
開
館
５
周
年
記

念
企
画
展
「
ふ
る
さ
と
の
災

害
〜
記
録
が
語
る
地
震
・
水

害
・
戦
争
」が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
出
張
展
示
が
、

１０
月
１３
〜
２６
日
に
「
陸
軍
強

首
演
習
場
と
戦
後
開
拓
（
西

仙
北
）
」
と
題
し
て
、
同
市

・
大
綱
交
流
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
開

拓
の
苦
難
の
歴
史
が
写
真
や

資
料
で
紹
介
さ
れ
た
。
展
示

の
内
容
と
地
域
の
開
拓
の
歴

史
を
紹
介
す
る
。

主
に
紹
介
さ
れ
た
開
拓
地

は
、
「
上
野
台
」
と
い
う
地

こ
わ
く
び

域
。
戦
前
は
強
首
演
習
場
と

い
う
、
陸
軍
演
習
場
の
１
つ

だ
っ
た
土
地
（
現
在
の
同
市

強
首
地
域
）
が
、
上
野
台
と

大
巻
と
い
う
地
名
で
開
拓
さ

れ
た
。

軍
用
跡
地
は
国
有
地
で
あ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、

比
較
的
早
く
農
地
と
し
て
提

供
さ
れ
る
強
み
が
あ
り
、
強

首
演
習
場
へ
の
入
植
は
上
野

台
開
拓
事
業
と
し
て
戦
後
す

ぐ
の
４５
（
昭
和
２０
）
年
１０
月

か
ら
開
始
。
同
県
内
で
は
、

し
の
の
め
は
ら

同
様
に
能
代
市
の
東
雲
原
の

陸
軍
飛
行
場
跡
地
へ
も
入
植

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

復
員
軍
人
な
ど
の
就
労
対

策
と
し
て
、
国
が
戦
後
の
緊

急
開
拓
事
業
の
要
綱
を
定
め

る
よ
り
も
先
に
開
拓
が
始
ま

っ
た
。
５１
年
ま
で
に
計
４０
戸

が
入
植
し
た
が
、
そ
の
後
６

し
ょ
う

戸
が
離
農
し
た
。
厰
舎
（
四

方
に
囲
い
の
無
い
簡
単
な
作

り
の
小
屋
。主
に
、軍
隊
が
演

習
場
な
ど
で
宿
泊
す
る
た
め

の
簡
単
な
兵
舎
を
指
す
）
を

住
居
代
わ
り
と
し
た（
写

真
）
。
国
の
政
策
の
始
動
の

前
か
ら
開
拓
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
同
地
域
だ
が
、
主
導

し
て
い
た
団
体
が
開
始
の
数

ヵ
月
後
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
総
司

令
部
）
か
ら
解
散
を
命
じ
ら

れ
る
な
ど
、
開
始
す
ぐ
か
ら

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

ま
た
、
多
く
の
他
の
地
域

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

同
地
域
も
農
地
と
し
て
の
条

件
は
決
し
て
良
く
な
か
っ

た
。
開
拓
用
地
の
大
部
分
の

土
壌
は
強
酸
性
で
、
作
物
を

育
て
る
に
は
厳
し
い
条
件
。

大
豆
や
イ
モ
な
ど
の
栽
培
を

行
っ
た
が
、収
量
が
少
な
く
、

営
農
だ
け
で
生
活
の
糧
と
す

る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
収

入
を
得
る
た
め
、
冬
場
に
出

稼
ぎ
に
出
た
入
植
者
も
い

た
。根

気
強
い
努
力
の
結
果
、

場
所
に
よ
っ
て
は
畑
作
や
稲

作
で
経
営
が
成
り
立
つ
農
家

も
出
始
め
た
も
の
の
、
畑
作

を
諦
め
、
酪
農
へ
転
換
す
る

農
家
も
多
く
出
た
。
そ
の
後

も
様
々
な
困
難
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
９４
年
に
は
生
乳
販
売

金
額
が
１
億
円
を
突
破
す
る

ま
で
に
至
っ
た
。
同
地
域
の

戦
後
開
拓
の
歩
み
は
、
集
落

の
誕
生
５０
年
を
記
念
し
て
刊

行
さ
れ
た
『
上
野
台
部
落
誕

生
五
十
周
年
記
念
誌
』
の
中

で
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

しょう

上野台開拓事業の際に住居に転用された厰舎

（写真提供 :上野台部落会）

秋田県・西仙北の資料展示

牛
乳
類
購
入
、週
２
回
以
上
３
割

牛
乳
類
購
入
、週
２
回
以
上
３
割

戦後開拓の苦難を伝える

「
週
３
以
上
飲
用
」が
約
５
割
に

「
週
３
以
上
飲
用
」が
約
５
割
に

「
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
」が
ト
ッ
プ

カ
ッ
ト
野
菜
の
購
入
理
由

栽
培
・
収
穫
経
験
で
野
菜
好
き
に

ト
マ
ト
が
４
割
強
で
ト
ッ
プ
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モモせん孔細菌病はモモやスモモに
寄生する病原菌で起こり、雨が降って
いる時に風もあると、菌が雨滴に混じ
って分散し、感染が拡大する。
薬剤散布だけで被害を防ぐことはで
きないため、耕種的・物理的・化学的
防除を組み合わせた総合的な対策に取
り組むことが必要となる。福島県農業
総合センター果樹研究所のマニュアル
から、対策を紹介する。
～耕種的防除～
伝染源となる春型枝病斑の発生のピ
ークは４～５月頃だが、開花直前～７
月頃まで長期間発生する場合があるた
め、病斑の切除は複数回実施する。「枝
の表面が黒ずみ亀裂が生じてへこむ」
「新葉が赤っぽい」「新梢の伸びが悪

い（部分的に芽が枯死している）」な
どの症状がみられたら、すぐに切除す
る。
切除した枝でも再び病斑が発生する
場合があるため、可能な限り基部から
切除する。散布した薬剤の薬斑で発見
が難しい場合は、芽の生育不良を目安
にして病斑を探すのがポイント。
一部分に集中して発病する「ツボ状
発生」がみられた場合、必ず春型枝病
斑が隠れているため、できるだけ早く
見つけ出して切除する。被害が激しい
ところは早めに袋かけも行う。
～物理的防除～
低樹高、余裕のある空間配置などを
心がけ、薬剤が到達しやすい樹形・樹
高を維持する（図１）。湿った風が通り

やすい園地は特に
注意が必要。防風
ネットを設置する
などの対策を行
う。また、雨が続き
園地に長時間滞水
すると、葉の気孔
が開き、急激に感
染が拡大する危険
がある。園地内の排水対策に気を配る。
落花期～収穫終了後まで行うのが効
果的だが、果実の袋かけを併せて実施
することで、落花期～袋掛け終了後ま
での短期間の雨よけ処理でも、被害を
抑えることができる。果実の着色がや
や低くなる場合があるが、等級に影響
するような果実品質の低下の心配はな
い。雨よけハウスは防除効果が高く
（図２）、収穫期の雨による品質低下
の防止も期待できるため、導入を検討
する。
～化学的防除～
薬剤は、最も殺菌効果の高い無機銅

剤を、各地域の防除暦に準じて選択し、
３月下旬頃など開花前の時期から行
う。また、散布はなるべく雨が降る前
に行う。ボルドー液（硫酸銅と生石灰
の混合溶液）の調整を正しく行い、効
果を最大限に発揮させることもポイン
ト。苗木や幼木にもしっかりと散布す
る。収穫までの日数等に注意し、抗生
物質を４月下旬に使用し、５月以降は
殺菌剤を袋かけ前まで散布するなど、
切れ目の無い防除が必要となる。
なお、越冬伝染源の密度を低くする
ため、秋期の防除は３回、２週間間隔
で確実に薬剤散布を実施する。

リンゴ黒星病は近年、使用可能な
農薬への耐性菌の出現が確認されて
いる。発生を低減させるには、発生
源となる前年の落葉を回収し樹園地
の外に出すことが有効だが、積雪後
に葉が落ちるため、雪解け後に地面
に張り付き、既存の機械では除去で
きない。また、手作業では大きな手
間がかかる。
そこで農研機構は共同研究機関とと
もに、効率的にリンゴの落葉を収集で
きる機械を開発・実用化した。
収集機は、写真のような形状。乗用
型草刈機でけん引して使用する。地面
からかき起こした落葉を回転ブラシで
バケットに収容する。バケット内の落
葉を樹園地外の集積所に排出する時に

も、運転席に座ったまま排出操作を行
うことができる。
現地試験の落葉除去率は、８～９割
を達成した。飛んだ菌の胞子数は、無
処理区の７分の１程度に抑えられた
（図）。樹冠下など走行作業ができない
場所を含めた樹園地全体でも、５～８
割を達成。また、手持ちのガーデンレ
ーキを用いた手作業での作業能率が
０．９ａ/（人・１時間）だったのに対し、約
３０ａ/（人・１時間）と、手作業の約３０倍
の作業能率で収集することができた。
収集機は３月中の販売を予定してい
る。価格は、スイーパー本体が約２３万
円（税別）、落葉収集レーキが約４．４万
円（税別）を予定している。

コナジラミ類の排せつ物は、野菜
の「すす病」の原因となる。特にタ
バココナジラミは、重大な被害を与
える植物ウイルス病（トマト黄化葉
巻病など）を媒介する。コナジラミ
類は様々な化学農薬に対する強い抵
抗性がある。また、防除で用いられ
てきたセイヨウオオマルハナバチが
特定外来種に指定されるなど、様々
な障害がある。
そこで、電気通信大学などの研究機

じ わ い

関は、磁歪材料（磁場の変化により伸
縮する材料）を用いた振動により、こ
れらの害虫を防除し、同時にトマトの
受粉も促す技術を開発。２３年度を目途
に製品化を予定している。
栽培施設の上部に磁歪振動装置を設
置し、防除に有効な異なる３００Hz、３０
Hz の２種類の周波数の振動を発生さ
せた。パイプからつながった金属ワイ
ヤーにトマトのつるをつなげて、振動
が伝わるようにした（図１）。複数の
県の実証で振動によりコナジラミ類の
定着を阻害し、防除することができた
（図２）。また、振動を与えることで、
与えない場合や、ホルモン剤を与える

場合よりも着果数が多くなったことか
ら、振動による着果促進の効果も認め
られた。振動による効果は、草丈やく
きの太さの影響は受けなかった。
今後は、粘着板や防虫ネットなどの
既存の技術との組み合わせで、環境を
守りつつ省力化を目指し、天敵昆虫を
含めた様々な生物に与える影響も注視
していく予定だとしている。

農水省が１月２５日に公表した２１年
産の「モモの結果樹面積、収穫量及
び出荷量」によると、主産県の好天
が影響し出荷量が増加した。
モモの収穫量は１０万７３００ｔで、前

年産と比べて８４００ｔ（８％）増。出荷
量は９万９６００ｔで、８３００ｔ（９％）増加
した。県別の収穫量割合は、山梨３２％、
福島２３％、長野１０％の順。
１０ａ当たり収量は８％増と、前年を
上回った。主産県の山梨が開花期の天
候に恵まれ、着果数が増加したことな
どによる。これにより全国の収穫・出
荷量も増加したとみられている。

春型枝病斑部除去の徹底を
モモせん孔細菌病の防除対策

図１ 低樹高省力型樹形の薬剤透過性

モモ出荷量9％増
２１年度山梨の好天等で

樹幅（cm）

トマト栽培、振動で害虫防除落葉収集機でリンゴ黒星病低減
受粉も促進しダブル効果

無処理区の約7分の1に
図１ 装置を設置したトマト株のイメージ

落葉収集機の外観

樹
高（

）
cm
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コロナ禍で、生活の様々な行動が制
限されており、酪農に触れ、牛乳の消
費促進などにもつながる期待がある
「酪農体験」も、例外なく制限を受け
ている。
そんな中、実際の見学が行えない制
限にも負けず、東京の中学校とオンラ
インでつながり、子供たちに酪農体験
を届けた戦後開拓酪農家を紹介する。
オンライン酪農体験を実施したの

は、北海道で「渡辺体験牧場」を経営
する渡辺隆幸さん（５９歳）。日本酪農
教育ファーム研究会と（一社）中央酪
農会議の共催でオンライン開催された
「２１年度酪農体験ファーム実践研究集
会」で、共に酪農体験を実施した東京
の中学校の校長とともに自らの取り組
みを発表した。遠隔地でも、酪農家と

教室の子どもたちが
オンラインでコミュ
ニケーションを取る
ことができたメリッ
トを紹介。会話をし
ながら乳牛や牧場の
様子を紹介したり、
最後には予め配送し
ておいた牛乳を飲むなどして、充実し
た体験ができたことを報告した。
渡辺体験牧場は、道東に位置する川

て し か が

上郡弟子屈町にある。発表を行った隆
ひ ろ こ

幸さんは、二代目。妻の裕子さん、子
の周平さん（牧場長）・伊織さんとと
もに、従業員も含めた形で家族経営を
行っている。摩周山麓の草原に７０ha
の土地を持ち、１２０頭の乳牛を飼養して
いる。
隆幸さんの父・三郎さんと母・テル
さんは、５５年に入植した。原始林その
ままの大木を鋸と鍬のみで切り倒して
根を掘り起こし、ようやく畑にしてき
た。水や電気もなく、特に冬は息もで
きないほどの吹雪の中、必死に夫妻が
開拓した牧場を、元気に盛り上げ守っ

ている。
渡辺体験牧場では、個人・団体双方
への酪農体験を提供しており、乳しぼ
りや牛へのブラッシング、草地のトラ
クターでの周遊のほか、開拓当時の作
業を体験することができる「開拓、ま
るた切り体験（両引き鋸で木を切り、
切った木は持ち帰ることができる）」
なども行っている。日本語のほか、英
語・中国語にも対応したパンフレット

を用意。少しでも多くの人に酪農への
理解と実感を持ってもらうべく、様々
な体験プランを設けている。
積極的に酪農への理解を推進しなが
ら牧場を盛り上げる渡辺体験牧場に、
一日も早く、実際に牧場体験に人々が
訪れることができる日が戻ることが望
まれる。コロナ禍の逆境をバネに、遠
隔地からの酪農体験を成功させた渡辺
体験牧場の挑戦は続く。

蹄底潰瘍の発生は、農場への経済損
失が重大で、乳量の減少、繁殖成績の
低下などを招く。耐性菌の出現や生産
物への残留の問題から、抗菌剤を使わ
ない治療法が求められている。広島県
農業共済組合は、人の口腔外科医療分
野などで使用されている「オゾン軟膏」
を用いて、抗菌剤を使わずに蹄底潰瘍
を治療する方法を考案した。

～方法～
県内で飼養され、蹄底潰瘍を発症し
たホルスタイン種経産牛１７頭（フリー
ストール飼養牛７頭、タイストール１０
頭）の１７蹄を供試した。試験区は現在
発症中の１０頭、対照区は同病の過去デ
ータ７頭分で比べた。
病変部にヒールレス削蹄を行い、健
康蹄への蹄ブロックの装着等の治療削

蹄を実施後、脱脂綿と伸縮性
包帯で被覆した。試験区は病
変部にオゾン軟膏を５ｇ塗布
し、対照区は無塗布の状態に
して比べた。発症日を１００と
し、治癒過程を５段階に分け
て画像解析ソフトで判定し
た。
～結果～
第７病日時点の病変部面積は、試験
区で４２．０％、対照区で６８．９％で、試験区
で有意に縮小した。１回の塗布で治癒
に至る症例が多く、第７病日目に再度
塗布が必要だった症例も回復に向か
い、写真のように蹄底角質の形成が起

こった。
オゾン軟膏は、殺菌効果のあるオゾ
ンの長期間保存を可能とした製剤。動
物用の認可が下りれば、薬局などで簡
単に購入することが可能になるとみら
れている。

豚熱は未だ収束の見通しが立たず、
根気強い対策が求められる。農水省の
資料を基に、豚熱感染事例での野生イ
ノシシによるウイルスの持ち込みへの
対策を４点にまとめた。
１ 農場周囲の消毒等
①農場周囲のエサ場となりやすい場
所や雑木林、河川など隠れ場所の伐採
・整理整とん②柵の外側を定期的に消
毒する③農場内へのウイルス侵入を想
定した衛生管理区域内の定期的な消毒
の徹底―などが重要。
２ 離乳舎における衛生管理

①畜舎内用の長靴への履き替え②畜
舎内用衣服への着替え③畜舎立ち入り
時の手指消毒④畜舎に持ち込む資材の
消毒―などを行う。
３ 消毒液濃度と交換頻度
踏込消毒槽など、一定期間使う消毒
液は、汚れていなくても最低１日に１
回は交換する。外部から持ち込む一輪
車なども、地面と接する部分だけでな
く、全体を消毒する。
４ 山林等に入った際の注意
野生イノシシで感染が確認された地
域では、登山や狩猟などで山林に立ち
入った時には、山林からウイルスを持
ち帰らないため靴・衣服の土を山で落
とし、帰宅後直ちに洗浄する。また、
１週間程度は家畜がいる施設に近寄ら
ないようにする。

オンラインで発
表中の渡辺さん

写真提供 :（一社）
中央酪農会議

（一社）酪農ヘルパー協会は１２月
１日、「酪農ヘルパーの利用実態（速
報）」を公表した。需要に対する担
い手の少なさが問題となっている。
２１年８月１日現在の酪農ヘルパー
要員数は、全国で１６５４人（前年比１１９
人減）となっている。そのうち、専
任ヘルパーは９７３人（５１人減）、臨時
ヘルパーは６８１人（６８人減）だった。
女性の専任ヘルパーは全国で１４４人
（２人減）で、内訳は、北海道が７０
人（４人減）、都府県が７４人（２人
増）。
全国の利用組合数は２７３組合（北海

道８６組合、都府県１８７組合）で、前年と
同じだった。利用組合参加戸数は、北
海道が１３４戸減、都府県が２３９戸減で計
１万１３戸（１利用組合当たり３７．４戸）
となった。
２０年度の利用農家一戸当たりの年間
利用日数は全国平均で２３．６７日（０．０７日
増）。北海道が２３．５７日（０．２５日減）、
都府県が２３．７５日（０．３３日増）利用して
いる。
年間１２日以上利用した農家は、利用
農家全体のうち６６．９％（同率）で、う
ち北海道は６０．０％（３．７㌽減）、都府県
が７２．５％（３．１㌽増）となっている。

立春を過ぎ、暦の上では「春」
とはなったものの、寒い日が続い
ています。
気象庁は２０２１年の平均気温確定
値を公表しました。２０年までの３０
年間の平均値より０．６１度上昇。
１８９８年の統計開始以降３番目、２０
年、１９年に次ぐ高さで、温暖化が
顕著となりました。

今年の夏は猛暑が予想されてお
りましたが、トンガの海底火山の
大規模噴火の影響で冷夏になると
も言われています。予想はどうで
あれ、半年後にはその答えが出ま
す。
対応は先手必勝で、今の時
期から計画的に準備を始める
ことが肝要となります。暑さ
による繁殖成績の低下で、来
年の夏場の出荷頭数の落ち込
みを招かないよう、この時期
からの夏場対策を実践したい
ものです。
（全開連参事 臼井靖彦）

０日目

オゾン軟膏による回復の様子

写真提供 :広島県農業共済組合
７日目 ２１日目

オンラインで酪農体験を実施オンラインで酪農体験を実施 全国で要員１１９人減少
２１年酪農ヘルパー利用実態調査北海道・弟子屈町、渡辺さんが発表

乳牛の蹄底潰瘍、オゾン軟膏で治療
抗菌剤を使わずに回復

山林帰りの靴・
衣服洗浄を徹底

イノシシ生息地の豚熱対策

夏
場
対
策
の
準
備
を
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農水省は、畜舎特例法（畜舎等の建
築等及び利用の特例に関する法律）の
基準等に係る省令の概要を公表した。
畜舎特例法（２１年５月１９日交付、以下
「新法」）における畜舎等の利用方法
等に関する「利用基準」や、安全上支
障がないと認められる畜舎等の構造等
に関する「技術基準」などに係る省令
が２１年１２月１６日に交付された。新法は
２２年４月１日に施行する。
畜舎等建築の低コスト化により、畜
産・酪農の国際競争力の強化を図るた
め、建築基準法の特例を定める。畜舎
等の建築及び利用に関する計画（畜舎
建築利用計画）の認定制度を創設。都
道府県知事の認定を受ければ、建築基
準法令（建築基準法及び政省令等）を
適用せずに建築、利用できる。

①対象となる畜舎等の定義
平屋で居住のための居室を有さず、
建築士が設計したものが対象となる。
畜舎：家畜を飼養する施設、搾乳施
設、集乳施設（飼養施設に付随するも
の）。これらの施設に附属する門また
は塀。施設の内部にある、軽微な執務
・作業などに利用する室。
堆肥舎：家畜排せつ物の処理または
保管の用に供する施設のうち、屋根及
び柱もしくは壁を有するもの。施設に
附属する門または塀。施設の内部にあ
る、軽微な執務・作業などに利用する
室。
袋詰めされた堆肥等の製品化したも
ののみを保管する倉庫は該当しない。
②対象となる畜舎等の高さ
［現状］（建築基準法、以下同）高

さ１３ｍ以下、軒高９ｍ以下→［新法］
高さ１６ｍ以下（軒高は設定しない）
③畜舎建築利用計画における技術基
準に係る計画申請・審査が不要となる
面積
［現状］（建築確認が不要な面積、
都市計画区域等外）木造５００㎡以下、木
造以外２００㎡以下→［新法］（市街化区
域・用途地域外）木造、その他の区別
なく３０００㎡以下
④畜舎等の基礎に係る基準緩和
［現状］基礎の値入れの深さは１２㎝
以上とし、かつ、凍結深度より深いも
のとする等→［新法］基礎に係る深さ
の規定は設けない。
⑤建築基準を緩和した畜舎等の利用
基準
畜舎の利用方法等に関する利用基準
と畜舎の構造等に関する技術基準を組
み合わせることにより、両者が相まっ
て畜舎の安全性を担保する。Ａ、Ｂの
二つの基準を設定し、農業者等はどち
らかを選べる。

Ａ構造畜舎等は、簡易な利用基準と
建築基準法と同等の技術基準の組み合
わせ。Ｂ構造畜舎等は、標準的な利用
基準と建築基準法より緩和された技術
基準の組み合わせ。
Ｂ構造畜舎等は、床面積に応じて、
１日当たりの最大滞在者数及び延べ滞
在時間を設定。例えば、１０００㎡以内は
最大滞在者数４人・延べ滞在時間８時
間以下、１００１～２０００㎡は同８人・同１６
時間以下としている。
また、定期的な避難訓練の実施に関
する記録を作成し、少なくとも１年間
保存しなければならない。
Ａ・Ｂ構造畜舎等共通で、午後１０時
から午前４時までの間は、やむを得な
い場合を除き、滞在しないこと、避難
経路上に当該経路をふさぐ物品を置か
ないこと、二つ以上の避難口が特定さ
れていること―等も規定された。
同省は今年度中に、農業者・建築士
・団体への説明や、Ｑ＆Ａの作成など
を行う。

（公社）日本食肉格付協会は２１年
（１～１２月）の牛・豚枝肉格付結果を
公表した。牛全体の格付頭数は微増と
なった。交雑種去勢の肉質３等級以上
比率は前年に続き７０％を超え、和牛去
勢の４等級以上比率は上昇した。両品
種とも歩留等級が向上している。
牛全体の格付頭数は８９万４２０３頭で、
前年より０．２％（１８８２頭）増加した。内
訳をみると、交雑種（雄雌含む）が０．６％
増、和牛（同）が１．４％増、乳用種（同）

は３．３％減。和牛の増加傾向、乳用種の
減少傾向が継続し、交雑種は増加に転
じた。
主な品種の性別の格付結果をみる

と、交雑種去勢の格付頭数は前年比
０．２％減の１１万４０６２頭で、肉質３等級以
上比率は０．３㌽減の７０．２％だった。うち
３等級は１．５㌽減の４８．２％、４等級以上
は１．２㌽増の２２．０％。歩留まりは、Ａ等
級が０．６㌽増の１０．６％、Ｂ等級が０．４㌽
増の７３．６％とそれぞれ増え、Ｃ等級は

０．９㌽減の１５．９％と
なった。
交雑種雌の格付頭
数は１．４％増の１０万
２１９０．５頭で、３等級
以上比率は１．４㌽増
の６６．５％だった。う
ち３等級は１．１㌽減
の４５．３％、４等級以
上 は ２．５ ㌽ 増 の
２１．２％。歩留まりは、
Ａ等級が１．４㌽増の
１５．２％、Ｂ等級が０．２
㌽増の７０．７％とそれ
ぞれ増え、Ｃ等級は
１．５㌽減の１４．１％と
なった。
和牛去勢の格付頭数は１．４％増の２６

万２００６．５頭、和牛雌も１．４％増の２０万
２８９８頭だった。和牛去勢の４等級以上
比率は１．８㌽増の８７．８％で、うち４等級
は１．９㌽減の３３．９％、５等級は３．７㌽増
の５３．９％だった。５等級の増加傾向が
継続している。歩留まりは、Ａ等級が
０．７㌽増の９５．５％で、Ｂ等級は０．７㌽減
の４．２％となった。
酪農家での性選別精液（乳雌）の利
用割合の増加等に伴い、乳用雄子牛の

出生頭数の減少が続いている。乳牛去
勢肥育牛の出荷頭数が減り、２０年の格
付頭数は４．８％減の１４万９３５５頭だった。
３等級以上比率は前年より０．５㌽減少
し、２．６％となった。
豚の格付頭数は１２９３万９２２４頭で、前
年より１．７％（２１万３０６８頭）増加した。
「上」以上比率は４９．４％で０．１㌽増加し
た（極上が０．４㌽増の０．８％、上が０．３㌽
減の４８．６％）。近年、「上」以上比率
は安定的に推移している。

Ｊミルクが１月２８日に公表した２２年
度の生乳及び牛乳・乳製品の需給見通
しでは、全国の乳用種雌・雄、交雑種
の出生頭数実績（２１年４月～１１月の８
ヵ月間）も示している。（独）家畜改
良センターの乳用雌牛頭数（速報値）
をまとめたもの。それによると、乳用
種雌の出生頭数は前年同期を上回り、
乳用種雄及び交雑種は微減となってい
る。
全国の乳用牛からの出生頭数は、合
計で４８万５７１７頭（前年同期比１０１．８％）
と前年同期を上回った（和牛受精卵移
植による出生頭数含む）。地域別では、
北海道は３０万８０１頭で前年同期比１．８％
増、都府県は１８万４９１６頭で同じく１．８％

増となっている。
このうち、乳用種雌の出生頭数は

１７万５６５４頭（１０５．６％）だった。北海
道は１３万５６４頭（１０６．５％）、都府県は
４万５０９０頭（１０３．１％）で、６月を除
き、ともに前年を上回って推移して
いる。
乳用種雄の全国の出生頭数は１０万

９２７４頭（９９．８％）。性選別精液活用
の増加により、乳用種雄の出生頭数
は減少傾向が続いているが、同期は
微減にとどまった。乳用種雄と雌の
出生割合は、３８．４％：６１．６％だっ
た。
交雑種の全国の出生頭数は１７万

１９４６頭（９９．１％）。全出生頭数に占
める割合は３５．４％だった。乳用牛へ
の黒毛和種の交配率が高止まりとな
っていることから、出生頭数の割合
は、ほぼ横ばいで推移することが予
想される。

農畜産業振興機構は２月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２１年１０・１１・１２月分、
確定値）を公表した。１２月分は、乳用
種で標準的販売価格が標準的生産費を
下回ったため、引き続き交付が行われ

る。交雑種及び肉専用種では発動がな
かった。
乳用種１頭当たりの交付金単価は、
４万４２０．８円（前月は３万３０３３．６円）と
なった。前月と比べると、販売価格は
ほぼ同額だったものの、素畜費の上昇
で生産費が増加した。結果、生産費と
販売価格の差額が拡大し、交付金は増
額となった。

２０２１年１～１２月 牛枝肉格付結果
（％、頭）

歩留
等級

肉質等級
格付頭数

５ ４ ３ ２ １ 計

交
雑
去
勢

２１年

Ａ ０．７ ４．５ ４．２ １．１ ０．０ １０．６ １２，０３５．０
Ｂ ０．７ １４．７ ３６．８ ２１．３ ０．０ ７３．６ ８３，９０１．０
Ｃ ０．０ １．４ ７．１ ７．０ ０．３ １５．９ １８，１２６．０
計 １．４ ２０．６ ４８．２ ２９．５ ０．４１００．０ １１４，０６２．０

２０年

Ａ ０．６ ４．２ ４．２ １．１ ０．０ １０．０ １１，４４８．０
Ｂ ０．６ １４．１ ３７．８ ２０．６ ０．０ ７３．２ ８３，６７５．０
Ｃ ０．０ １．３ ７．７ ７．５ ０．３ １６．８ １９，２０１．０
計 １．２ １９．６ ４９．７ ２９．２ ０．３１００．０ １１４，３２３．０

和
牛
去
勢

２１年

Ａ ５３．３ ３２．３ ８．７ １．４ ０．０ ９５．５ ２５０，３２７．０
Ｂ ０．６ １．７ １．２ ０．７ ０．０ ４．２ １０，９３６．５
Ｃ ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７４３．０
計 ５３．９ ３３．９ ９．８ ２．１ ０．２１００．０ ２６２，００６．５

２０年

Ａ ４９．５ ３３．８ １０．０ １．５ ０．０ ９４．８ ２４４，９１７．０
Ｂ ０．７ ２．０ １．４ ０．８ ０．０ ４．９ １２，７３４．０
Ｃ ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７４２．０
計 ５０．２ ３５．８ １１．４ ２．４ ０．２１００．０ ２５８，３９２．０

畜舎特例法、４月１日施行
建築利用計画認定で基準緩和

交雑去勢・雌４等級以上２割超え
２１年格付結果 歩留等級も向上

乳雄・交雑微減
乳雌は５.６％増

２１年４～１１月の出生頭数

乳用種で連続発動
牛マルキン１２月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

不需要期にコロ
ナ感染急拡大で
荷動きが悪化

１月の相場は例年同様、中旬に軟調
となった。新型コロナウイルスの感染
拡大に伴い、「まん延防止等重点措置」
が適用される都道府県が増え、下旬に
は相場がさらに下がった。
【乳去勢】１月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０２９円（前年同月比１０４％）
となり、前月に比べ５５円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の乳用種の全国出荷頭数は２
万３６００頭（９３％）で引き続き前年同月
を下回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】１月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１４８１円（前年同月比９４％）、Ｂ２
は１３２２円（９３％）となった。前月に比
べＢ３は６２円下げ、Ｂ２は２２円上げた。
同機構は２月の交雑種の全国出荷頭
数を１万８６００頭（１０９％）と、増加傾向
が続くと予測している。
【和去勢】１月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３６３
円（前年同月比９７％）、Ａ３は２１６０円
（９６％）となった。前月に比べそれぞ
れ２１５円、１９３円下げた。
同機構は２月の和牛の全国出荷頭数
を３万４７００頭（１０４％）と、増加を予測。
牛全体の出荷頭数は７万８３００頭
（１０１％）で、引き続き前年同月を上回
ると見込んでいる。

一方、２月の輸入量は総量で３万
８５００ｔ（１０３％）と予測。内訳は冷蔵品
１万７２００ｔ（９６％）、冷凍品２万１３００ｔ
（１１０％）。冷蔵品は、豪州及び米国に
おける現地価格の高止まり等により、

前年同月をやや下回ると予
測。冷凍品は、豪州産の輸
入量が現地価格の高止まり
等により減少するものの、
他国産の輸入量が増加する
ことから、前年同月をかな
り上回ると見込んでいる。
新型コロナウイルスの感
染急拡大で、景気の低迷が
懸念されている。外食需要
は再び停滞する見込み。ま
た、食料品やガソリンなど
多くの品目で値上がりし、
消費者の節約志向が高まっ
ている。
２～３月は閑散期で、牛
肉の需要は弱く、相場の上

げ要因が乏しい。一方、出荷頭数は増
加傾向が続くとの予測。荷動きの悪化
で、相場は弱気配が続く見通し。消費者
の節約志向から、和牛は弱もちあいか。
乳牛去勢と交雑種は、量販店で一定の
引き合いが見込まれる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１３５０～１４５０円、
Ｂ２は１２００～１３００円、和牛去勢Ａ４が
２３００～２４００円、Ａ３は２１００～２２００円で
の相場展開か。

出荷頭数減少と
鍋物需要で、相
場はもちあいか

１月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５０５円（前年同月比
１０２％）、中物は４５５円（１００％）となっ
た。前月に比べそれぞれ７３円、９７円下
げた。中旬に相場が緩んだが、上物は
月末まで５００円前後で底堅く推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、２月は１３０万９千頭（前年同月比
９８％、平年比９９％）、３月は１４４万４千
頭（９５％、１０１％）と前年を下回って推
移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の輸入量は総量で７万２００ｔ
（前年同月比１０９％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万２９００ｔ（１０４％）、冷凍品３
万７３００ｔ（１１５％）。冷蔵品は前年の輸

入量が北米からの入船遅れにより少な
かったことから、前年同月をやや上回
ると予測。冷凍品は中国の買い付けが
弱まったことにより相場が下がった欧
州産の輸入量が増えていること等か
ら、前年同月をかなり大きく上回ると
見込んでいる。
気温の低い日が続き、鍋物需要の高
まりが期待される。また、新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴う「まん延防
止等重点措置」の延長により、内食需
要の増加が見込まれる。出荷頭数が前
年を下回って推移すると予測されてい
ることや、輸入冷蔵品の供給が不安定
なこと等から、相場はもちあいで推移
すると予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が４９０～５２０円、
中物は４４０～４７０円での相場展開か。

コロナ影響で、
スモール・和子牛
ともに弱基調か

【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２２万９７３７円（前年同月比９１％）、Ｆ１去
勢は３９万８０４２円（８５％）だった。前月に
比べ乳去勢は６７３３円下げ、Ｆ１去勢は
６３３０円上げた。
両品種の枝肉は、内食需要により一
定の引き合いが見込まれている。素牛
価格は、もちあいとみられる。
【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万４８５２円（前年同

月比８９％）、Ｆ１（雄雌含む）は１５万９２８
円（９８％）だった。前月に比べ、それ
ぞれ１万５０３円、７２２７円下げた。乳雄は、
北海道・都府県ともに軟調な展開とな
った。
新型コロナウイルスの度重なる感染
拡大による先行きの不透明感から、導
入意欲が弱まり、両品種とも弱もちあ
いで推移か。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７９万２４３
円（前年同月比９７％）となった。前月
に比べ１万３０４５円下げた。前月を下回
るのは４ヵ月ぶり。
和牛の枝肉相場が軟調となってい

る。子牛価格は弱含みで推移すると予
想される。

総務省統計局が２月８日に公表し
た２１年（１～１２月）の家計調査報告
によると、全国一世帯（二人以上の
世帯、平均２．９３人）当たりの食品へ
の支出金額は前年比１．０％減の９５万
２８１２円となった。うち肉類（生鮮肉
・加工肉、輸入品を含む）への支出
金額は９万６７７６円で、２．３％減だった
（表）。
生鮮肉の購入数量は５２．２㎏（前年
比２．５％減）で、支出金額は７万８２２９
円（２．１％減）。牛・豚・鶏肉の金額
・数量はいずれも２０年を下回ってい
る。
２０年は、新型コロナウイルスの感
染拡大に伴う外出自粛や在宅勤務等
により、生鮮肉の内食向け需要が大
きく伸びた（支出金額が前年比
１１．８％増）。２１年は、その反動で前
年割れが続いた。だが、コロナ禍の
前の１９年と比べると、牛・豚・鶏肉

の金額・数量はいずれも上回っている。
コロナ感染急拡大で、内食向け需要が
再び増えることも予想される。
牛肉の購入数量は６．７㎏（６．２％減）、
支出金額は２万３２１０円（２．０％減）。平
均価格（１００ｇ当たり）は３４４．５円（４．５％
増）で１５．０円上がった。家庭内消費の
割合が最も高い豚肉は２２．６㎏（１．９％
減）、３万１８９２円（２．９％減）。平均価
格は１４１．４円で前年並みだった。
加工肉（ハム、ソーセージ、ベーコ
ンなど）への支出金額も１万８５４７円
（３．０％減）と減ったものの、１９年の金
額を上回っている。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５９７ ５１４ ２８８ ２８９ ２２２，１６１ ２２７，０８６ ７７１ ７８６
Ｆ１去 １，７５９ １，７１８ ３３２ ３２６ ４０１，４４５ ３８８，６５３ １，２０９ １，１９２
和去 １，９９６ ２，２６２ ３２６ ３２２ ８３１，９８９ ８１８，５０６ ２，５５２ ２，５４２

東 北
乳去 １ ― ２２３ ― １１０，０００ ― ４９３ ―
Ｆ１去 ５ １ ２４７ ３１８ ２３５，８４０ ２９５，９００ ９５６ ９３１
和去 ２，４１５ ２，９６２ ３１６ ３１４ ７４２，８９０ ７７８，９９６ ２，３５１ ２，４７７

関 東
乳去 ４２ ６３ ３７２ ３４２ ３４９，９８３ ３３４，８１９ ９４０ ９７８
Ｆ１去 １３１ １４６ ３４１ ３４４ ４２６，０１１ ４０９，３５８ １，２４８ １，１９０
和去 ７０９ ９８８ ３１８ ３０９ ７９５，０９５ ８２３，４７３ ２，５０３ ２，６６８

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ― １８２ ― ２９１ ― ７６６，２２２ ― ２，６３５

東 海
乳去 ７ ６ ２７１ ２８７ ２２８，３２９ ２５１，９００ ８４２ ８７８
Ｆ１去 ３８ ５７ ３１２ ３１５ ３１１，３８７ ３３２，３５４ ９９８ １，０５５
和去 ３９９ ２５０ ２７９ ２６６ ８６９，５７４ ８１８，２５０ ３，１１７ ３，０７１

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４４２ ４２７ ２６１ ２５３ ８１５，１８４ ８８７，１０２ ３，１２１ ３，５０６

中 四 国
乳去 ４２ ４１ ２６３ ２６９ ２１３，０６０ ２０６，６６６ ８０９ ７６７
Ｆ１去 ２８１ ３０６ ３３７ ３３８ ３８６，６１７ ３９４，６７４ １，１４９ １，１６９
和去 ７６３ １，１１４ ２９８ ２９６ ７７９，０９６ ７７５，０６３ ２，６１９ ２，６１８

九州・沖縄
乳去 ５ ３ ３２１ ３０５ ２９０，１８０ １５５，４６７ ９０４ ５１０
Ｆ１去 ３２３ ３８９ ３３７ ３３５ ３９０，８１０ ４０５，２１３ １，１５８ １，２０８
和去 １０，９７１ ８，７０４ ２９４ ２９５ ７８９，６４３ ８０５，１５４ ２，６８５ ２，７３３

全 国
乳去 ６９４ ６２７ ２９２ ２９３ ２２９，７３７ ２３６，４７０ ７８７ ８０７
Ｆ１去 ２，５３７ ２，６１７ ３３４ ３３０ ３９８，０４２ ３９１，７１２ １，１９２ １，１８７
和去 １７，６９５ １６，８８９ ３０１ ３０１ ７９０，２４３ ８０３，２８８ ２，６２５ ２，６６９

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

２０２１年 肉類支出金額 （円、％）
金額 ２０年比 １９年比

肉類 ９６，７７６ ９７．７ １０８．３
生鮮肉 ７８，２２９ ９７．９ １０９．４
牛肉 ２３，２１０ ９８．０ １０９．６
豚肉 ３１，８９２ ９７．１ １０７．６
鶏肉 １６，９１５ ９７．９ １０８．５
合いびき肉 ２，９５９ ９６．０ １１３．３
その他 ３，２５２ １０６．７ １２９．０
加工肉 １８，５４７ ９７．０ １０４．０

資料：総務省統計局「家計調査結果」

肉類への支出金額２．３％減
２１年家計調査、購入量も減少
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


